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【NITS・千葉大学教職大学院コラボ研修】 
千葉大学教職大学院シンポジウム 

「新たな教師の学びの姿」の実現に向けて 
開催日時：令和５年２月 1１日 13:30～17:00 
開催場所：千葉大学（千葉県千葉市弥生町 1-33） 
参加人数と参加者の属性：106 人（現職教員50 人、大学・行政・学生他 56 人） 

内容： 

基調講演   「千葉県が望む教員像と教職大学院への期待」 千葉県教育委員会教育長 冨塚昌子 氏 
（概要）千葉県が望む教員の資質・能力について、教育現場の課題、改訂したばかりの「千葉県・千葉市

教員等育成指標」等を示されたのち、千葉県教育委員会における施策、取組についての話があり、教
職大学院には現職教員が学びやすい環境を整えるとともに、院生には学んだことを学校現場に還元す
ることを期待するとまとめられた。 

シンポジウム  「教員研修の在り方を考える」 
 【 シンポジスト 】  

樫原哲哉 氏 文部科学省総合教育政策局教育人材政策課教員免許企画室長  
神子純一 氏 千葉県総合教育センター所長 
川名正雄 氏 千葉市教育センター所長 
秋元大輔 氏 船橋市立葛飾小学校長 

【コーディネーター】 貞廣斎子     千葉大学 教授 
（概要）シンポジストから、「令和の日本型学校教育」を担う教師の新たな学びの姿、教育センターにおける

研修の現状と今後の方向性、研修履歴システムの現状や校内研修の具体例等について発言いただ
き、会場からの積極的な質問、意見も踏まえながら、今後の教員研修のあるべき姿等について活発な
討論が行われた。 

成果：終了後のアンケートから（回答数 29 人） 

   ・Ｑ参加理由…内容 24 人、講師 21 人、自己の能力開発 16 人、学びを業務に活用 16 人（上位４項目）  
・Ｑ内容に満足できたか…とても満足 22 人、満足 7 人、否定的回答なし  
・Ｑ実施時期、運営について…とても満足 12 人、満足 17 人、否定的回答なし 

 ＜自由記述から＞  
・教育長はじめ、教育行政や教育現場のトップの考えに触れることができ、大変刺激になった。  
・今後転換していく教職員研修について、国、県、市の動向を知ることができた。本来の研修の在り方を 
考えた上での、制度設計が必要であると考えた。また、GIGA スクール構想に伴うオンデマンド研修など、 
これまでになかった新たな選択肢で、様々な教職員の学びの希望を叶えて行けたら良いと思いました。 

・研修のあり方についてヒントをいただきました。 

アイディアや工夫したこと：  

  ・千葉県教育委員会教育長に基調講演をお願いした。 
  ・千葉県教育委員会、千葉市教育委員会の後援を得た。 
  ・案内を千葉県内全公立学校に配付した。 
  ・現職教員が参加しやすいよう、土曜日の午後に実施した。 
 



 

＜写真・図など＞  

 【主催者挨拶】 小宮山教育学研究科長（教育学部長） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 【基調講演】                                 千葉県教育員会教育長 冨塚昌子 氏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
【シンポジウム】 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
                    

                             

 
 
 
 
 
 
 

 


